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「電源立地地域対策交付金制度の概要等について」
（資源エネルギー庁電源地域整備室課長補佐　金沢　実氏）
　昭和５６年度に創設された「水力発電施設周辺地域交付金」
は、水力発電施設の設置により生じた自然環境、生活環境
への影響を緩和するものであり、大きな役割を果たしてき
た。
　この度、同交付金を含め、従来からあった交付金等を統
合し、新たに「電源立地地域対策交付金」を創設、平成１５
年１０月から実施している。
　従来対象となっていたハード面に加え、地域活性化事業
等ソフト面も交付対象としている。
　こうした新交付金制度の概要につき、交付規則等も含
め、講演する。

「電源地域のまちづくり」
（新潟県津南町長　小林　三喜男氏）

　新潟県の南端、千曲川が信濃川と名を変える長野県境に
位置する津南町は、信濃川流域に形成された日本有数の河
岸段丘に拓けた豪雪農山村である。この段丘上は縄文の往
古からの遺跡が多数出土している。またこの段丘の標高差
と豊富な水資源を活用して、大正から昭和初期に建設され
た水力発電の町でもある。
　本町は昭和４８年より３０有余年の歳月と５７８億円の巨費を
投じ、２，０００haに及ぶ農地開発と基盤整備を国県をはじめ
地域住民の協力で完成し、近代農業経営の設備と就農の体
制づくりに努め、魚沼コシヒカリと高原野菜の食料供給基
地を目指し、「農を以って立町の基と為す」の町是の基に、
町民一丸となって取り組み、合併論議の中「自立の町」に
向け体制を模索している。

「どう生きるか　―地域経営の実践課題を乗り切るために―」
（地域政策プランニング代表　福田　志乃氏）

　「地域の自立」「住民との協働」を言うのは容易いが、実

行の道のりは多難である。山間部や離島の立地的不利を克
服できるのか。少子高齢化時代に誰が過疎地を担うのか。
地域内循環経済は可能か。外貨を獲得するには……。
　スローライフを目指すのも、大都市に挑むのも、もはや
地域それぞれの「決意」にある。地域づくりを牽引する人々
の心の持ち方、人を動かし、資源を生かす道筋やノウハウ
を、地域経営の実務経験を踏まえて紹介する。

「中小水力発電のススメ―水力開発事業実現に向けて―」
（日本自然エネルギー株式会社副社長　稲垣　守人氏）

　水力発電所の発電計画（昨年度報告の発電計画編参照）
が完成すると、次は事業計画の策定となる。そこでは、実
施目的、土地柄、要員および財政状況等の諸条件を鑑みな
がら、それぞれ異なった事業体制が選択される。
　今年度は、「中小水力発電ノススメ」事業計画編として、
事業体制を選ぶための判断材料を分かり易く理解いただく
ために、考えられる事業体制（第３セクター方式、ＰＦＩ、
ＢＴＯ、ＢＯＴ、ＢＯＯ等）の特徴やいくつかの事例を紹
介する。
　また、収益確保につながる国や民間ベースの支援制度、
あるいは法制度も合わせて紹介する。

「農山村再生の方向性と可能性―地域経済論の視点から―」
（京都大学大学院経済学研究科教授　岡田　知弘氏）

　農林産物輸入の急増、農林産物価格の下落、長引く不況
による兼業機会の縮小、高齢化が重なり、日本の農山村は、
疲弊の度を深めている。そのような中で、地域の再生を図
る試みが、全国各地で取り組まれている。その際、キイポ
イントになるのは、基礎的自治体を核にした地域内再投資
力の育成と地域内経済循環の構築である。
　本講演では、長野県栄村をはじめとする先進事例に学び
ながら、日本の農山村の再生方向と展望を示してみたいと
思う。

�　主　催 発電関係市町村全国協議会

�　日　時 平成１６年１月２０日（火）午後１時より２１日（水）午前１１時５０分まで

�　場　所 全国町村会館２階ホール

�　参加者 市町村長、発電関係担当者等

�　参加費 無　料

�　申込み 発電関係市町村全国協議会事務局（全国町村会経済農林部内）

 担　当：黒田　治臣（電話：０３－３５８１－０４８５）
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「我が国水産の現状と施策の展開」

（水産庁漁政部企画課長　須藤　徳之氏）

　我が国水産業の現状及び水産施策について概観する。

「漁港（みなと）づくりはまちづくり」

（茨城県波崎町長　村田　康博氏）

　近代的施設を備えた「波崎漁港」を中心にイワシ、サバ、

カレイ、ハマグリ等沖合・沿岸漁業や水産加工業の振興を

推進し、さらには、農業と都市を結ぶ「ツインリゾート」

構想、サッカーやトライアスロン、サーフィン等のスポー

ツレクリェーションによる「スポーツタウンはさき」を展

開し、漁港を核とした新たなまちづくり「ポートコミュニ

ティ構想」などを進める波崎町の取組を紹介する。

「魚河岸（東京都中央卸売市場築地市場水産部）の

現状と将来」

（中央魚類株式会社代表取締役社長　伊藤　裕康氏）

①市場のしくみ……中央卸売市場、民営卸売市場、魚河岸

での取引の流れ、卸売市場法の規制

②現在の取引上の問題点・・取扱高の減少、卸売業者・仲

卸業者の過剰、規制緩和の流れ

③魚河岸の歴史

④豊洲新市場をめざして

「海浜漂着ゴミ問題と海洋環境保全について」

（東京海洋大学海洋科学部教授　兼広　春之氏）

　私たちの生活や産業活動の中から排出されたゴミの一部

が海に流れ出て、沿岸域の海岸や海域を汚染している。

　海洋のゴミ汚染の問題は今や日本だけでなく、国を越え

た広域的な問題であり、早急な対策が必要とされている。

　ここでは、日本の沿岸域のゴミ汚染の実態と環境保全の

ための対策などについて述べる。

「地域漁業の活性化（仮題）」

（愛知県南知多町篠島漁協業務課長　福林　徹氏）

　漁業者の高齢化や漁村の過疎化が進む中で、「体験漁業」

等を実践しながら、漁業後継者づくり、地域漁業の活性化

をめざしている取り組みを報告する。

※【築地市場見学について】※

日時平成１６年１月２３日（金）

午前５時全国町村会館正面玄関集合（バスで築地へ。）

　◎希望者のみ５０名程度
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�　主　催 全国市町村水産業振興対策協議会

�　日　時 平成１６年１月２２日（木）午後１時より２３日（金）１２時まで

�　場　所 全国町村会館２階ホール

�　参加者 町村長、水産担当者等

�　参加費 無　料

�　申込み 全国市町村水産業振興対策協議会事務局（各県町村会、協議会等を経由）

�　問い合せ 全国町村会経済農林部内　全国市町村水産業振興対策協議会事務局

担　当：調査役　豊田　敏嗣　（電話：０３－３５８１－０４８５）
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　当センターでは、平成１６年度事業の一環として、水辺施設の募集
を行っています。
　水辺空間の健全な利用に役立てていただきたく、多数の応募をお
待ちしています。
１．応募要件
（１） 応募資格：市町村
（２） 応募対象水辺
河川等（小川を含む）またはその周辺に水辺施設を整備するこ
とにより、アメニティの向上、あるいは生物の生息環境を改善し、
かつ多くの地域住民の利用が期待される水辺とします。
（３） 応募施設
①「生物の生息環境」の向上に寄与する施設
身近な水辺をより豊かにし、地域の生物の生息環境を整える

生態環境保全・再生施設、生物の多様性，環境教育の場を創出
するビオトープ　等
②「アメニティ」の向上に寄与する施設
水辺を観察するための観察小屋，デッキ、水辺で休憩するため

のあずまや　等
※トイレは対象外

（４） 選定数：８箇所程度
（５） 応募方法
連絡先（市町村名，担当部課名，担当者名，電話・Fax番号・E-
mail等）を明記の上、E-mailまたはFaxにより応募様式を請求して下
さい。請求があり次第、応募様式を送付します。
（６） 応募締切り
平成１６年１月３０日（金）

２．選定方法と発表
（１） 選定方法
学識経験者，国土交通省担当官等からなる選定委員会に諮り選
定します。
選定に際しては、利用者の利便性，関連事業等の状況，施設用地

の確保の状況，施設設置後の維持・管理計画等の観点を評価の基準
にします。
（２） 選定結果発表
平成１６年４月に選定結果を応募市町村に通知します。

３．応募上の注意
（１）　水辺施設のうち、「生物の生息環境」向上施設は設計・工事費
込みで一カ所につき上限４５０万円（税抜き）、「アメニティ」向上
施設は一カ所につき上限９００万円（同）とします。

（２）　水辺施設は、当センターが平成１６年度に設置し、完成後に当該
市町村へ寄贈します。

（３）　関連法規に係わる事前協議、調整、申請等については、当該市
町村でお願いします。

（４）　水辺施設の設置費用には、宝くじ助成金の充当を予定してい
ます。

４．応募および問い合わせ先
財団法人 リバーフロント整備センター　企画部　山口，高橋
〒１０２-００８２
東京都千代田区一番町８番地一番町FSビル３Ｆ
Tel： ０３（３２６５）７１２１　Fax：０３（３２６５）７４５６
E-mail：yamaguti@rfc.or.jp
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の
２
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京
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劇
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公
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ま
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ら
せ
い
た
し
ま
す
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４
、
出
演
者
等

▼
ス
タ
ッ
フ　

総
監
督：

大
賀
寛
、
芸
術
顧
問：

齋
藤
民
、

脚
本：

丹
治
富
美
子
、
作
曲：

白
樫
栄
子
、

指
揮：

坂
本
和
彦
、
演
出：

直
井
研
二
他

▼
演
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群
馬
交
響
楽
団

▼
ソ
リ
ス
ト　

角
田
和
弘
ほ
か
群
馬
県
出
身
者
及
び
日
本
オ
ペ
ラ
協

会
等
の
ソ
リ
ス
ト

▼
合
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ぐ
ん
ま
み
づ
ち
合
唱
団
及
び
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
合
唱
団

▼
原
作　

小
林
茂
利
「
ミ
ズ
チ
の
宝
」（
群
馬
県
文
学
賞
受
賞
作
品
）

５
、
主　
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財
団
法
人
日
本
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ペ
ラ
振
興
会
、
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馬
県　

群
馬
県
教
育
委
員
会
、財
団
法
人
群
馬
県
教
育
文
化
事
業
団

６
、
共　

催　

財
団
法
人
新
国
立
劇
場
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営
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団

７
、
後　
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※
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の
お
申
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込
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団
へ
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町
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１８

●水辺施設の例
［平成１４年度設置］

「保木（ほき）公園めだかの御池（みいけ）ビオトープ」
（筑後川水系筑後川／福岡県浮羽町）

●水辺施設の例
［平成１５年度設置］

「千代川村『川の一里塚』東屋」
（利根川水系鬼怒川／茨城県千代川村）
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